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TheEcolo貞icalS一udy●ofAdultofAnEhTY!nZLSVerbasciL Kei之iKTRITANI(Entomological

Laboratory,CollegeofAgriculture,竿yotoUniversity,Kyoto,Japan)ReceivedApr･30,1958･

Bolyu-Bhgaku23,92,1958.(with Englishrerume92).

17･ ヒメマノしカツオプシムシの成虫の生態学的研究半 桐谷童治 (京都大学 出学部 昆虫学

研究室)33.4.30受理～

ノヒメマルカツオブシムシ AnthTlenuSVeT･basciの成虫の生億を明らかにするため,訪花成虫と室内

飼育の成虫の産卵習性,走光性, 寿飴などを比較し.あわせて産卵を左右する諸要因の解析を行っ

た･ また他ゐ'ヵ?オブシムシ類との比較において本位の成虫の訪花の生態学的志義について考察を

おこなった.

は じ め に

世界の温帯圏で衣料の重要苦虫の1つに数えられて

いるヒメマルカツオブシムシAnLhrenusverbasciは,

従来からも欧米諸国はじめ我国においても粒々の市か､

ら研究されている.しかし成虫の産卵習晩 成虫期の

生活などについては諸説がある.その代表的な意見は

次の三つである. (1)羽化産卵後,訪花する12.19).C2)

羽化後,花上で摂食交尾し産卵のため住居又は烏の熊

に飛来する16･18･201. (3)花上と屋内のものは異った生

態品種である6). 筆者はこれらの諸説を実験的に吟味

して成虫の生態を明らかにすることを目的とした.

ここにその結果を報告するにあたり,終始卸指等を

賜わった京都大学農学部昆虫学研究室の円田俊郎教授,

また御批判,御助言を賜わった河野助教授はじめ研死

重の皆様に短くお礼を申しあげる.

成虫 の出現 期 .

フランスギク ChrysaTZthemumleucanLhemumL.

の1坪内外の畑を1956年に5畑,1957年に8畑につい

て Anlhrenus屈の成虫の出現数を調べた.調査畑は

一京都大学附近のもので晴天の日の午前中におこなった.

ヒメマルカツオブシムシの出現期は1957年は前年に

比し春期が低温であったため少しおくれたが,最盛期

は5月下旬～6月上旬,シモフリマルカツオプシムシ

AnthrelluSmuSeOrum は5月下旬,シロオビマルカ

ツオブシムシ A.pimpincllaeは前2者に比して早

く5月中旬頃である (節1図).3柾の相対鋭鑑は,

両年とも大差がないが,ヒメマルカツオブシムシ以外

の2矧 ま畑によって出現顔皮がことなる憤向が強かっ

た･1956年は探究個体9272頭 中ヒメマルカツオブシ

ムシ 98･73%,シモフリマルカツオプシムシ 0.95%,

シロオビマルカツオブシムシ 0.32%,1957年は7862

頭中,それぞれ 98.05%,1.86%,0.09% であった.
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Fig.1.NumberofindividualsofAnthT･enus
szp.onChTySanlhemumflowers･I･ettersinthe
figTlre(A～H)representthecodenumbersof
thefieldsexamined.Upper:A.J･im〆nellae,

Middle:A m,useorum･Lower:A verbasci･

1956年には57年に比し多くのシロオビマルカツオブシ

ムシを持たがその大部分は同じ畑で採焦された.両年

にわたって多数のヒメマルカツオブシムシの飛来をみ

た畑 A では他の2柾は全くとれないかごく稀にみら

れただけであった. 畑 B では1957年皮に比較的多数

のシモフ])マルカツオブシムシが採糾された (節1衣).

1957年に調べたヒメマルカツオブシムシの飛来状況は

畑によっていちじるしく異なっている:A,B畑のよ

うに5月20日には最高値を示し以後減少する型,これ

に反し G,H 畑では6月5日に至るも飛来数は上昇

の一途をたどっている (節1図). 人家に囲まれた射

Aが最盛の5月20日掛 こは,人家より離れた畑 G で

貴京都大学n学部昆虫学研究室菜紋第299号,本論文の1部払1958年日本応動昆学会大会において報告した.
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防 虫 科 学 節 23 巻-I

Table1. A comparisonofthenumberof
.Anlhrc72uSSpp.Ontheflowez･sbetveentwo
yearS･

は殆んど成虫がみられなかったにかかわらず 6月4日

には他の7つの畑に比べて 2-8倍の成虫がみ.られた.

これらのことは,AnthTelluS屑の訪花は, 花の生理

条件のみならずその立地条臨 いいかえるならばその

幼虫の生育場所などの種々の要因によって左右きれる

ものと考えられる.

坊花成虫の産卵致,走光性,寿命

走光性 ニ成虫の走光性を 20-230の宅配で窓際

1mの所で調べた.花上で採鎖した成虫の大部分は飛

んで窓ガラスにとまるが, 1部の個体は歩行または飛

んで光と反対の方向に向う.野外で探究した個体では

正flの判定が困難なものは殆んどみられない.

881頭のうち11.25% が凸の走光性を示した.性別

では B164孤のうち90.3% が,997頭のうち 78.4

%が正の正光性を示した.なお成虫の性別は解剖によ

り調べた.正の走光性を示すものは8の方が多く,そ

の行動も同じ正のものでも8はより明舵である.

走光性,交尾と寿飴,産卵数 :訪花成虫の走光性

の正のものと負のものをそれぞれ1頭ずつ 2cm 平方

の只ラシャ布とともに宙径 40mm 高さ 15mm のシ

ャーレに収容し成虫には何 も与えず 300,60-70%

R.H.の条件下で産卵数及び等飴を調べた.また訪花

成虫2984頭申 2･48% の個体が交尾中であった.交信

中の個体72頭申発光性が正のものは69ilBiで残 りは負を

示した. この うち正の24対を1対ずつ収容して上と同

様のことを調べた (節2去).

成虫の#論は走光性.8早,交Fiのいかんにかかわ

らず3日内外で変りはないが,採災後 ミツを与えた108

甑の平均寿Tibが 7.12土0.72日であったのに比べると

有志 (p<0.05)に短い.

平のうち産卵能力をもっていたものは,正の個体で

は4%-flJTJ後,flの個拝で 14% で大部分のものは産卵

能力を失っている.産卵詑力のある 平では1頭当り

20-30卵を産みうるが, 早1頭当りの平均産卵数は

わずかに 1-3卵であった. ミツを与えた場合は平均

Tab一e2. Longevityandfecundityofthe
adultsofA.vcrbascE'col】ectedoutdoors.

Pl10tQtaXIs J Positive LNegative

3.5卵をうみ少し増加する.山田19)も桑名12)もは 似ゞ

た結果を得ている.

室内飼育の成虫は産卵のために交尾は不可欠である

が (後述), 訪花成虫の交尾は成虫の産卵数にはRZ昏

なく,他の交尾していなかった個体と変 りなかった.

なお走光性負の交尾中の2対をえたがいずれも産卵し

なかった.

訪花成虫の卵以の発育状態と摂食 :訪花成虫は1

部のものしか産卵しないので卵架内の卵の状態を解剖

によって調べた.同時に成虫の摂食状態を調べた.

1対の卵鎚はそれぞれ6本の卵斑小管よりなってお

り消化管はよく発達してお り,訪花成虫の半数が花粉

を摂食していた.卵の発育状態は359の うち~23銃

は産卵を終った状態で,卵IR小管内には卵がみられな

いか退化して corporalutea に変化している.残 ちノ

のものは1本の卵群小管内に 2-6の発育中の卵がみ

られ4頭は成瀬卵をもっていた.この-ように解剖結果

では 35% のもdが発育中の卵をもっているのに対し

産卵しうる平の比率はこれよりはるかに低かった (節

2表).おそらく発育卵をもっている個体もいずれは卵

の発育が中断して corporaluteaになってしまうか.

座下せずに死亡するのではないかと想像される.この

ことは死亡時においても発育中の卵が体内に残ってい

ることによっても割付けられる.

屋内飼育成虫の産卵習性,寿命,走光性

幼虫をケズ 1)ガツオで宝温 (冬季日中のみ暖房)で

飼育し,戯期に性別し同日に羽化した成虫を佐用した.

羽化は最終令幼虫忽内でおこり 300下 で は 3-4日

間の潜伏静止期問ののち成虫は脱出する.1対にした

ものの片方が早く脱出した時には他方も幼虫恕からと
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!け='した.超和色彩型と産卵数,交Eiと産卵款の実験

は 200でカイコ BomわはmorJ'の乾煉餌で飼育し

た幼虫から見た成虫を使用した.

･走光性と産卵習性 :走光性の判定の方法は先に述

べた方法で行った･成虫には餌を与えなかった.羽化

脱出した時は,すべての個体は負の走光性を示し,歩 ･

行まれには飛和によって砥所に向う.89とも羽化脱

出後3日日頃よ.り建光性が正の個体があらわれ10日日

にはすべての個体が正の走光性を示した.約50%の個

体が正の走光性を示すのは,8では7日,甲では 8-

9日頃で8の方が?に比して 1-2日早く走光性の転･

政がおこる.

甲は羽化脱出後 ㌧4-5EF頃たは産卵数の 95% 以上

を産み終っている.したがって産卵は大部分走光性が

負の間に行われている (第2回).
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Fig.2. Survivorship,eggJayingrate,and
percentagesof血eadults8howingnegative

phototaxis.

Line A:?Survivors(%)･
B :8Survivors(%)
C:?negativephototaxis(%)
D:8negativephototaxis(%)

E :Accumulatednumberofeggs(%)

■桑名1!)ち,筆者 とはば同様な結果をえている.

Blake16)は受持字は羽化後12日日位に,未受精 平は

5日目位にそれぞれ光に誘引されることより受精が走

光性に膨響することをみた.

成虫の摂食と産卵数,寿命 :員内で飼育し羽化脱

出した成虫を1対ずつ,産卵のための布のみ成虫に与

えた場合,水またはハチミツを与えた場合について産

卵数,産卵前iW,同期臥 同後期,寿命を調べた (節

3表). ミツは水で3倍位にうすめて侠用した.何も

与えなかった場合と水またはミツを与えた場合の産卵

曲線も同時に示した (節3図). 成虫の産卵には､摂食

を必要としないが.摂食させた場合にはすべての平が

産卵したが,摂食させない場合には 17% のものが産

卵しなかった.

産卵前糊は,毎食すると短かくなりミツを与えた時

は有意な差 (p<0.05)がみられた. 産卵期問は逆に
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TablC3. Effect'ofdietonovipositionand
longev王ty ofA.verbascirearedonfisllmeal

at room temperature. ExperimeD.tS Were
carriedoutat300,60-70/oo/R.H.Numerical

figllreS王n血ebodyrepresentmean土95per
centconfidence.

Wi血011t
waterand
honey wwaiteH hT浩

No.ofpairsused

Pre一〇vipoSition
period (days)
Oviposition
period (days)
Posトoviposit王on
period (days)

Meanfecundity
Pairsdepositno
eggs (%)

Mean 8

1ongevity ?

30

2.95土0.48

2.90士0.73

4.44土0.78

40.30土6.81

16.67

8.52土1.75

10.19土1.24

2.00土1.2

享 ≡

長くなり, 水及びミツでそれぞれ 127.5%,143.0%

の増加をみ,いずれも摂食しなかった場合の産卵期間

との間に有意な差 (p<0.05)がみられた. 産卵後期

はいずれも有意な差 (p<0.05)はみられなかった.

産卵数 は餌 を与えた場合には有意な差(p<0.05)
がみられ,水では79.0%, ミツでは50.3%の増加を

みた.
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Fig.3. Dai一ynumberofeggsdepositedforI

starvedadults(lineA)andfedadults(1ineB).

寿命は8にくらペて平は長命で 2-4日長く生きる.

水を与えた場合は846.7%,～932.35%, ミツでは8

25･1%, L944･1% の脚加をみたが, 統計的にはミツ

の甲の寿命の増加のみが有志な差 (pく0.05)を示し

た.

摂食した場合としない場合の産卵曲線は両者間に大

きな相違がみられる.摂食しない成虫は産卵開始後,

短期間に産卵し産卵数も日とともに急速に減少する.

摂食した成虫は長期間にわたり,かつ産卵数も前者の

ように急速に減ることなく平均的に産下される.した

がって摂食した場合は,産卵期問の増加にくらべると
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産卵数の増加は少ない.

未受柿平の産卵 :28頭の未交Faの?を2紐に分け,

1組の成虫には産卵用の布のみを与え.他の紐には布

以夕日こ水を与え1頭ずつにして産卵するかどうかをみ.

た.

成虫が摂食した時も,しなかつT:時も産卵はおこら

なかった.群論は前者では 14-20日で平均 15.6日,

後者は6-14Efで平均 11.0日を示し受梢?の寿かこ

く.らべて 1-2日長く生きると思われろ.

卵の発育は交尾とは関係なくおころと考えられ.伝

結令幼虫脱皮叡内の末だ体表面に色素沈27がおこって

いない羽化直後の個体の卵以小管は全く透明で卵の形

成はみとめられないが,羽化後 2-3日経過し,色素

沈着をした~末脱出成虫ではすでに初生卵の形成がみら

れるものがある∴また末交尾のまま死亡した個体の卵

鎚を調べると卵斑小管円には多いもので1本平均5卵

もみられ卵の発育は全く正常におこっていた.したが

って末受精平は体内に発育卵をもったまま死亡する.

しかし受約9でも発育した卵をすべて座下するわけで

なく12頭の死亡tE後の授約9のうち4頭は,'発育中ま

たは成熟した卵をもっていた.同様のことは Kalan-

dadze51も報告している.

布の有無と産卵数 :羽化脱出した成虫を5対ずつ.

シャーレに収容し,1)水と布,2)布のみ,3)水も

布も与えない3区で産卵数をしらべた. 同時に3)と

同様の処理をした1対の場合の産卵数を比較した (節

4袈).
I

Table4. Theeffectofcloth foroviposition
onfecundity.

Con°ition
ofadults

Ire,% ･at?!n,tfe瑚

Mean
longevity

･･lwithout-T.aot司 6 I 14･3 巨 2

産卵数は予想された通り水+布>布のみ>水および

布なしの唄に少なくなる･1対の場合は5対にく.らべ
て少ないが,これら6対のうち2対が産卵しなかった

ためで産卵した4対の平均産卵数は 21.5で5対区と

かわりなかった.産卵しなかった2頭の平は体内には

発育卵をもっていた. 1).及び 2)の両区の平均産卵

数は同じ処理の1対区の産卵数の約 60% しか産まれ

なかったが (釘3袈参照), これは成虫密gEが高くな

ることによっておこった成虫問のふれあいが産卵行為

節 23 巻-I

を姐 デる結果によると思われる二

布を与えた場合は,水の有無にかかわらず2日目に

産卵がおこったが,布を与えない場合には前者より産

卵開始が1日おくれ3日目よりみられた.産卵は水を

与えた場合は羽化後2巡間近く統いたが,水を与えな

区とも3日日に産卵m問を通じて最高の産卵数を示し

1)区では全産卵款の 18,00',2)区では 64%,3)区では

57,0.'がこの日に庄下された.

垣問の色彩型と産卵習性

ヒメマルカツオブシムシの包卿の色彩は変化にとみ,

今までに世界各地から8つの色彩による変種が報告さ

れているが, これらの変種間の違いは不連続なもので

なくそれぞれの問には移り行きがみられる3).

1957年5月にフランスギク上で採袋した成虫からえ

た幼虫をカイコの乾燥府を飼料として 200の条件下

で飼育した. これよりえられた成虫の紐印を調べると

次の3つの型にわけうる.

(I) 黒色型 :規約上にある白色の波形校様が超Lmの

黒色地上に浮きでている型.
I

(2)褐色型 :超鞘は茶褐色の鱗粉におおわれていて

辺和の地の露出部は前者に比し少い.

(3) 黒色型と褐色型の中間型.

これらの3型の出硯比率は,8-では黒色型と褐色型

はおよそ同率であらわれるが.平では黒色型の方が多

い (節.5衷).

Table5.･ FreqllenC王esoftypesincolour
patternofelytrainpercentage.

穴型的な黒色型と褐色型をそれぞれ13及び10対をえ

らびこれら色彩塾の産卵払 寿余などの相連を調べた

(節6去)･平均産卵数は褐色型のものが約10卵多いラ

また寿飴も89とも打1日長命セぁる.産卵期間は両

型に述いはなかったが,実際に産卵がおこなわれた期

間では褐色型が約1日多い.したがって1日当りの産

卵数は,黒色型 12.4,褐色型12.6でほぼ同じである.

ヶズt)ガツオ-t･飼育した成虫の寿缶とくらべるとカイ

コ蛸を飼料とした場合は89とも1-2日長いが,追

常,後者で飼育した場合はケズ ])ガツオにくらべて盃

い成虫がえられるがrlJ,これが彫蟹しているのではな

いかと思われる.
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Tab一e6. Egglayinghabitandlongeyityin
differenttypesofcolourpattem. Larvae
rearedondriedpllpaeOfsilkworm at20oC.
.Experimentswerecarriedoutat300C.60-
70% R.H.

colourpattern i Btlya,cek I BtryopT

両型の産卵数を予備的にケズリガツオ飼育の成虫で

､ 調べた場合,黒色型4対で平均27.8,褐色型5対で47.6

f でこの場合にも褐色型が平均20卵も多く産卵した.し

かし褐色型が黒色型にくらべて産卵数が多い以外には,

摂食しなくても産卵すること,羽化後一定期間は色の

走行性を示すことなどの点では本質的な違いはみられ

なかった.また屋内,屋外で採袋した成幼虫からえた

次世代の成虫にも琢袋場所のいかんにかかわらずこれ

らの色彩型は現われるし,羽化時期においても違いは

みられなかった.

交尾と産卵 :宋交尾の甲は産卵できないことは先

に述べたが,交尾が産卵に及ぼす彫響を調べるため同

日に羽化脱出した黒色型と褐色型の成虫を色彩型別に

. 8早1対にして布と共に保ち,最初の産卵が始まった

時に8をとり除き以後平が死亡するまで調べた.

- 産卵前期および同後期間は89を死亡するまで一緒

＼に保った場合にくらべて違いはなかったが,産卵数,

産卵期間および寿命は12乃至41%の減少をみた.し

かし統計的には有意な差 (p<0.05)はみられなかっ

た.褐色型は黒色型にくらづてこれらの減少率は大き

かった (欝7表).

以j=のことは,産卵誰力を完全に発揮しうるために

は2回以上の交尾が必要なことを示している.また黒

色型では89を継続して保った場合の平均産卵数は褐

色型に比して少いが,交尾の産卵教に及ぼす彫智は少

ない. `

考 某

成虫の産卵習性 :Kemper67はヒメマルカツオブ

シムシには屋夕は 屋内の2つの生態品種があり,後者

は季節に依存せずその生活環をくりかえし休眠もなく
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Table7. EfEectofmatingonfecundity,
oviposit王onperiodandlongevity.

訪花もしないと主張したが,聾者は】】)屋内と屋外で採

鎖したものの次世代の幼虫には洞化時期や休眠性には

違いを見出せなかった.またハナマルカツオブシムシ

AnEhrenu-sscroPhulariaeは屋外と屋内のものでは

成虫の短鞘の抗の色がことなると報告した61. ヒメマ

ルカツオブシムシは超輔の色彩により黒色,褐B,中

間の3型に分けられるが, これらは生育場所のいかん

にかかわらずみられ産卵習性も本質的な違いはなかっ

た.

横山207は,羽化した成虫は訪花吸蜜交尾したのち甲

は家屋または鳥の巣に侵入して産卵し,8は野外生活

のみをしているのではないかと考えている. Wood-

roffe皮Soll血gate18㌧Blake16)等は,1部の成虫は生

育場所で受朽し訪花前に大部分の卵をうむが,大部分

のものは受精前に正の走光性と花の香に対する走化性

によって訪花 ･摂食 ･交尾したのち馬の斑などに飛来,

産卵すると考え,これを受精甲と末受精?q)走光性が

負から正に変る時期が後者は前者より1週間近くも早

くおこることで説明しようとしている.屋内飼育の受

精甲では大部分の産卵は走光性が負の間におこなわれ,

産卵数は成虫が摂食した場合は増加するが,摂食しな

くても産卵する.体内での卵の発育は受持とは関係な

くおこるが,末受精の平は産卵行動をおこさない.読

花成虫と屋内飼育の成虫の芳念.産卵数を比較すると,

前者の寿給は後者の~1/3円外であり,走光性も大半は

正の走光性を示す.また屋内由青のものは平均40卵う

むのに対し,訪花中のものは,産卵能力のあるもので

も20-30卵で平均 1-3卵でほとんど産卵総力をも

たない.また屋内飼育の成虫が全産卵能力を発揮する

ためには繰返し交尾することが必要であるが,訪花･
交尾中の個体では,交尾iこよって産卵が誘発きれるこ

Itはなかった.したがって Blakeが主SyCJするよう
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に訪花成虫の大怒分が産卵前のものであるとは考えら

れない.これらのことから,筆者はヒメマルカツオブ

シムシの成虫の産卵習性は,山田191,桑名12)が主張し

ているように羽化した成虫はその生育場所で交尾,産

卵しそののち淀光性がflより正に転化して訪花する経

路がもっとも普通にみられる産卵型式とかんがえる.

成虫の訪花の生態学的意義 ‥ カツオプシムシ科

Dermestdaeの告虫化の方向は幼虫の食性が劫物Eよ

り放物田へ移向する方向にある7'.本柾の幼虫は動位

物性物男の両者で育つ11'. また産卵習性においては成一

出の摂食が産卵に必要なものから全く必要がなくなる

方向に向つでいる7･9･m･15',本種の成虫に水またはミツ

を与えると産卵数は 50-eO% 増加することは,産卵

習性においては末だ移行段講引こあることを示している.

LinsleylJ'は花粉は動物性と植物性物質の中間の性質

をもっており,カツオブシムシ科のものはミツバチな

どの社会性昆虫のA!内で部分的もしくは全面的に花粉

をくって生活していると述べており.花粉が動物男と

組物男の問のかけ橋的物質として食性転化の上で果す

役割を正視している.

DerlneSLes屈のものは成虫が幼虫 と同質の動物性

物男を食べないと産卵できず,水だ けでは産卵しな
い 10'･ヒメマルカツオブシムシの成虫は訪花して花粉

を食べることは解剖によって碇かめられたが,幼虫の

食性の桁物質への移向が花粉を媒介として噺等された

とすると, Anthrenus屈の訪花は,系統的に低い

Dermesles屈などにみられる成虫が産卵のため幼虫

と同質の食物を要求する産卵習性の名残りと考えうる.

本校と同居のシロオビマルカツオブシムシの秋に羽化

した成虫に軽 の々物質を与えても産卵しないが,訪花

成虫は他の同属の2種にくらべるとはるかに多数の卵

をうむ (桐礼 未発表).これと同属の近縁鼠 ハナマ

ルカツオブシムシも従来屋内で継続的に飼育すること

は失敗している17). これらのfti実は,両種とも秋に羽

化した成虫は性的な休眠状暦にあり,冬期の低温によ

って休眠から覚醒した成虫が春に訪花 ･摂食 ･交Fiの

のち産卵すると考えられる. Sweetman17J もハナマ

ルカツオブシムシの生活環の完結のためには野夕性 活

が必要であろうと述べている..ヒメマルカツオブシム

シは幼虫期に休眠がみられるが成虫糊にはない.これ

ら休眠のある柾glは年1化であるが,休眠のない

Anthre'zusfLavipesは自然では訪花するが産卵には

訪花の必要なくかつ多化性である11.AnLhrenus屑と

同じ亜科に屈する鼓も系統的に高等なヒメアカカ?オ

ブシムシ Tl･OgOdermagranarium は貯蔵穀物にの

み発見され,休眠もなく,産卵数は成虫に摂食させて

も増加せず飛期能力すら失っている4･15).I

野外生活者の カマキ ))タマゴカツオプシムシ

爪 23 巻-I

OrphilouesovL'V?,VSの成虫は羽化脱出後死亡まで

正の7-f光性を示すのに対l})/ 本軽やヒメカツオプシ

ムシ AtEagerluSPiceusでは羽化脱出後一定期間は負

でのち正にかわる.

以上のことは.ATZthrenz'72cc 衣料ではその生活環

の完矧 こ訪花を必要とするもの一･必要としないが摂食

に よ り産卵歎･寿I缶の岬加をみるもの一･全く必要な

く,摂食はその産卵数 ･寿飴に何等膨皆を与えず飛和

能力まで失っているものの系列がみられ,本位の訪花

はこの占三内苦虫化の系列の移行的段階を示しているも

のと考えられる.この系列は休眠性においては,成虫
休眠一十幼虫休眠一･･休眠なしの方向を,幼虫の食性にお

いては.動物EI-花粉および動態物質-植物PIの方向

を示すものと思われる.また成虫の走光性も正よりLi
の方向にあると考えられ,ヒメマルカツオブシムシは

これら員内苦虫化の中間的段階の諸性質をもっている

ものと考えられ,木椀の訪花現象もこの系列の移行期

の現象と考えられる二

･要 約

ヒメマルカツオブシムシ ATZEhrenufVeTbascL'L.

の成虫の生態を明らかにするt=め,訪花成虫と庄内飼

育の成虫の産卵習性,走光性,寿命などを比較し,あ

わせて産卵を左右する諸要因の解析を行った.また他

のカツオプシムシ菊との比較において本位の訪花の生

態学的意掛 こついて考究を行った.

1. 訪花 AIZthreTZuS屈の3軽の相対額俊,出現期

を調べた (第1回,第1表)･′ヒメマルカツオブシム

シは採災成虫の 98-99% を占め残 りがシ毛フ･)マ)i;

カツオプシムシ A.museorum とシロオビマルカツ

オブシムシ A.t･L-mpiTlellaeで後者は非常に少ない.

2. 屋内飼育の成虫は羽化脱出後は負の走光性でこ

の間に大部分の産卵を終りやがて正に変る.半数の成

虫が正の走光性を示すのはさは7日,?は 8-9日頃

である (第2回).

成虫は摂食しなくても平均40卵をうむ.訪花成虫の

大部分はIEの走光性を示し,その産卵数は 20-30の

ものがあるが平rJは1-3で寿缶も員内の個体の約l/3I

である (節2,3袈).

3. 成虫に水またはミツを与えると寿缶,産卵期間,

産卵数は増加する.摂食しない成虫は短期間に産卵を

終るが摂食した場合は長期間にわたり平均的に産卵す

る (節3髭,節3回).

4. 末受精の.平は産卵しないが卵の発育は受精とは

知関係におこる.

5. 産卵用の布を与えないと平均産卵数は減少し,

産卵前期は長くなる (節4表).
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6.∫1回の交尾では?は産卵能力の65-85% を発揮
する.同時に産卵期間,寿缶も減少した (節7末).

7･ 超鞘の色彩により黒色軋 褐色型およq:両者の

中間型がみられる.黒色型は褐色型にくらべると平均

ノ産卵数は少く寿念も短かい (第5,6表).これらの色

彩の変異は連続的であり,員円.屋外の両方の成虫に

みられ産卵習性には本質的な相違はない.

以上のことより,本税の成虫は羽化後その生育場所

で交尾産卵し,そののち走光性が負より正に転化して
l

訪花するのが最 も普通の産卵型式と考えられる.本柾

の訪花は,成虫の走光性,幼虫の食性.'産卵のための

摂食の必要性,休眠性などと共にカツオプシムシ科に

みられる屋内害虫化q)系列の移行的段階の現象を示し

ているものであろうと推論した.
i
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R占8tLn16

h thefield,A.verbascioutnumberedother

twospeciesofAnEhreTZuS.Thepropoftionofthe

threespecieswas984A.verbasci.･14A.mu-seo-
rLLm:2A.pimPinellac.Themaximum number

ofad111tswasobservedfrom theendofMayto
earlyJunein.A.veT･basci,attheendofMayin

A.museorum,andinthemiddleofMayin A.
pimpinellae(Table1andFig.1).

Indoorbred adultssllOW negative pI10tOtaXis
whenemergedfromthe7astlarvalskins,andthey

】aymostof血eireggsbeforebecomingpositive一y

phototactic.Halfof･them 主how positivephoto-
taxis,on7th dayformaleS,and oI18dlOr9th

day forfemalesafteremergence. The mean

fecuD.dityof･starvedadu一tswas40.Thereversal

ofphototaxisoccursl･2daysearlierinthemate
thanthefemale.Mostoftheoutdooradultsshow

positivephototaxis.Rarely,theylay20･30eggs,
butthemeanfecudityis1-3eggs.Thedurationof

adultlongevityisone･thirdbeingLCOmparedwith
thatofindoorones(Tables2-3andFig.2)こ
LoDgeV王ty, fecundity and oviposition period

considerablyincreasedifadultsareser.vedwitli
waterordi一utedl10mey.Umfedadu一tsdeposit血eir

eggs in a shortperiod,butfedonesdeposit

them with arelative一yconstantrateover'alohg
period(Tab一e3andFig.3).Al血Oughunfertilized
femaleslaynoegg,eggdeve一opmentinovarioles

occllrS･Ifthecloth forovipositionsifeisdeprived,

themean●fecunditydecreas_esandthepre･oviposi二
tion period becomes longer (Table 4).
Females which areprovidedwith malesuntil
thebeginnl'ngofegglayhgattained65and85per

centofthepotentialfecundityofthebrowntype
and也eb一ackone,respectively(Table7).

ColollrVariationsofelytra_aredividedinthree
groups:b一acktype,browntypeandintermediate

type,butthegevariationsconnectedbycontinuous
gradients, andtheseoccurh both hdoorand

outdooradults.InthCblacktype,fecllndityislow
and'10ngevity isshortas compared with the

brown type (Tables 5-6･). Except above
mentionedd一araCteristics,there isno difin王te

differencebetween theiregg layhghabitand
phototaxis.

Thewriterconsidersthatthemostcommon

egg layinghabitofA verbasclareasfollows.

Adultsemergedat血eirbreedingsite,aftermating

and一aying mostof血eireggs血ere,f一yotltby

血e王rpositive pI10tOtaXis and are attracted to

flowers.T九eecologica一meaningof血isf一ower

visitiD.ghabit-discussedfrom theviewpointofthe

processofadaptationforindoor一ife,andconcluded

血at血isllabitisastageoftransitionfromolltdoof
toindoorIiEe.


